
平成３１年度 

                                   

対象クラス ２年 ビジネス管理科（起業創造類型・事務管理類型） 単位数 ３ 

使用教科書 新財務会計Ⅰ（実教） 

使用副教材 完全段階式 標準検定簿記問題集 １級 会計（東京法令） 

全商簿記実務検定模擬試験問題集 １級 会計（実教） 

 

「財務会計Ⅰ」はこんな科目です。 

企業会計の役割や制度及び財務諸表の作成に関する知識と技術を習得することができます。また、財務諸表の意味や役割について理

解することができるとともに、財務諸表から得られる情報を活用する能力と態度を身に付けることができます。 

科目の到達目標（目標とする検定等） 

財務諸表を理解し、活用できること。資格取得は全商簿記検定1級会計合格を目指します。 

 

評価の観点 評価規準・評価内容 評価方法等 

関心・意欲・態度 

 

学習内容について関心を持つと同時に、自ら進んでその単元の

知識や技能の習得を目指し取り組もうとしているか。 

行動観察 提出物 

思考・判断・表現 

 

学習内容について自ら思考を深め、適切に判断し、創意工夫が

できるか。また、学習内容の意義や役割について説明できるか。 

行動観察 小テスト 定期考査 

技能 仕訳や帳簿記入、財務諸表の作成ができるか。 行動観察 小テスト 問題集 定期考査 

知識・理解 

 

学習内容について基本的な知識が習得できたか。また、意義や

役割が理解できているか。 

行動観察 小テスト 定期考査 

学習計画（どのような内容を、どの時期に学ぶのか） 

 単元名 学習内容 学習活動のねらい 

前 

期 

中 

間 

 

 

１ 企業と会計 

２ 株式会社の会計の基礎 

３ 企業会計制度と会計法規 

４ 貸借対照表のあらまし 

５ 資産の意味・分類・評価 

【前期中間考査】 

・会計の意味・目的 

・設立・開業・株式発行 

・企業会計制度・企業法規 

・貸借対照表とその役割・区分・様式 

・意味、分類、評価 

・会計の必要性について理解します。 

・設立・開業・増資の記帳方法を理解します。 

・個人企業と株式会社の税金の違いを理解します。 

・貸借対照表の作成の意義について理解します。 

・資産の意味、分類・評価について理解します。 

前 

期 

期 

末 

６ 流動資産・固定資産 

 

 

【前期期末考査】 

・当座資産・棚卸資産・その他の流動資産 

・有形固定資産・無形固定資産・投資その

他の資産 

・意味と開発費 

・当座資産を理解します。 

・棚卸資産、その他の流動資産を理解します。 

・有形固定資産・無形固定資産・投資等を理解します。 

 

後 

期 

中 

間 

 

 

７ 負債の意味と分類 

８ 流動負債・固定負債 

 

９ 純資産の意味と分類 

10 資本金・資本剰余金・利益

剰余金 

 

11 貸借対照表の作成 

12 損益計算書のあらまし 

13 営業収益・営業費用・営業

外収益・営業外費用 

14 特別利益・特別損失 

【後期中間考査】 

・負債の意味と分類 

・意味・社債・長期借入金・退職・給付金・

特別修繕引当金・偶発債務・意味を株主資

本の区分 

・資本金の増加・減少・資本準備金・その

他資本剰余金・利益準備金、任意積立金、

繰越利益剰余金、配当 

・棚卸法と誘導法、貸借対照表の作成 

・役割、区分、様式 

・営業収益と営業費用 

・盛業外収益・費用、経常利益・経常損失 

・意味、特別利益、損失、純利益 

・負債の意味、分類について理解します。 

・流動資産を理解します。 

・固定負債が理解します。 

・純資産を理解します。 

・増資、減資を理解します。 

・法定準備金を理解します。 

 

・貸借対照表を作成できるようにします。 

・損関計算書の作成を理解します。 

・営業収益と費用を理解します。 

・営業活動以外の収益と費用を理解します。 

・特別損益について理解します。 

後 

期 

期 

末 

 

15 損益計算書の作成 

16 財務諸表分析 

17 連結座愛務諸表 

1年間の復習 

【全商簿記実務検定受験１月】 

【学年末考査】 

・原則、注記・注記表、附属明細書 

・債務諸表の意味と分析 

・グループ、親会社、子会社 

 

・損益計算書の原則や注記を理解します。 

・分析の意味、必要性を理解します。 

・連結財務諸表の意義、重要性を理解します。 

  

財務会計Ⅰ 


